
龍谷大学図書館報�

解體新書　刊本　5冊�
杉田玄白他訳�
縦26.8cm　横18.0cm�
江戸時代　安永3年（1774）�

　ドイツ人ヨハン・アダムス・クルムスによる『解剖図譜』
のオランダ語訳『ターヘル・アナトミア』の和訳書である。�
　杉田玄白、前野良沢、中川淳庵らが、明和8年（1771）
3月4日江戸小塚原で処刑された屍体の解剖を検
分し、携帯した『ターヘル・アナトミア』の写生図が
実物と符合している正確さに感銘を受け、翌日から
3年の歳月をかけて翻訳し、安永3年（1774）に『解
體新書』5巻として公刊に成功した。図は小田野
直武が模写したものである。�

（『大宮図書館所蔵稀書展目録』より）�
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人間を理解する資料を探す�
　昨年10月

に発売された、

一青窈（ひとと・よう）という女性歌手の「もらい泣き」が、

若者の共感を得ています。「ええいああ　君から『もらい

泣き』　ほろり・ほろり　ふたりぼっち　ええいああ　僕

にも『もらい泣き』　やさしい・の・は　誰です」というサ

ビの部分や「段ボール　の、中　ヒキコモりっきり　あの

ねでもね、ただ…訊いてキイテキイテ」の歌詞は中年の私

の心にも響きます。彼女の美しくも切ない歌声でこの歌

詞を聴くと心は動かされ、あるライブでは数千人の聴衆が

もらい泣き（？）したそうです。私も一ファンとして聞き惚

れると同時に、研究者の視点から「なぜ今、この歌手が出

現したのだろう？」「この歌のどこに共感するのか？」と考

えます。そこには、「泣く」を初めとした感情を抑圧して生

きている今日の日本人、他者と心のつながりを強く求める

人々の存在が伺えます。私はそうした人間の一人ですし、

あなたやあなたの身近な人の中にもいるはずです。その

ように考えると、一つの曲から、今日の世相や人々の心を

知るきっかけを得て、学問の資料とすることも可能となり

ます。�

　私は現在、社会学部臨床福祉学科に所属し、発達心理学

や児童福祉学の立場から人間理解と支援に取り組んでい

ます。最近関心を持っているのは、ありのままの人間を描

写していて、私の魂に響き、人生のモデルになり得る資料

です。それらは一般図書―専門書だけでなく、児童書、古典、

小説を含む―を初めとして、コミック、流行歌、写真集、映画、

新聞記事、そしてインターネット上で公開されている手記

を含んでいます。たとえば、子ども虐待を描いたコミック「凍

りついた瞳」は、虐待問題を理解する上で最良の書のひと

つですし、尾崎豊の「１５の夜」は思春期の少年の多感で

危うい心を歌い上げており、荒木経惟（アラーキー）の写

真集「陽子」は、夫婦の営みを一目瞭然に示してくれます。

いずれも、人の生涯を語る私の授業の中で紹介しています。�

　「人間を知りたい」という私の心に素直に従って、自分

が惹かれる資料を当たってみると、たまたまこのような雑

多な資料となってしまいました。これらは、まともな学問

的資料としてみなされていないものばかりですが、私は

そんなことにはこだわらず、講義や講演の資料として活

用しています。�

　私の場合は、心理学や福祉学を専攻していて、人間理�
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解が大きな課題となっているので、仕事としてこうした資

料を求めてきましたが、どの人にとっても「人間とはどうい

う存在か」「なぜ人は人を求めながらも、傷つけるのか」「人

生どう生きるべきか」は共通するテーマのはずです。その際、

個性的な人間を描写していたり、人生のモデルとして将来

を方向付けてくれる上記の資料はとても重要です。それら

は様々な媒体として、私たちの身近に満ち溢れて目に付き

やすく、かつ理解も容易だからです。�

　今回示しているのは、授業の中で専門科目の教科書や参

考書や就職・資格取得に必要な資料ではなく、かけがえの

ない個性を持つ皆さん一人一人が、自分自身を形成する上

で、あるいは、これからの人生を過ごす上で示唆をもたら

すであろう資料についてです。�

　そうした資料に出会うためには、「自分は何を求めて、何

になりたいと思っているのか」「なぜ自分だけがこんなに

苦しんでいるのか」などという、自己の内面が発する思いが

不可欠です。そして、その思いにぴったり合う情報をもたら

す資料を探す、自己の発見や自己実現の旅が始まるのです。�

　その際、同じ資料を見ても、人によって受け取り方が異な

ります。いかに友人や教員に勧められても、どんなに流行っ

ていても、自分はどうしても関心を持てないものがあります。

一方、偶然出会った図書であっても、長年捜し求めていたも

のを見い出したり、そこに「私が描かれている！」と感じるこ

ともあります。心を開いて、素直な気持ちで様々な資料に接

することが必要でしょう。その際、「類は友を呼ぶ」「気が合

う」で表現されるように、他人の中に、自分と同じ心を見い

出すものです。それに応じて人は、同じ心を持つ人の作品

に惹かれ、違う心の人のものとは距離を置こうとするのです。�

　様々な資料は、いずれも人によって作られます。資料の中

には、作った人の心が入っています。心というものは、目で見

られませんが、確実に存在します。そして、資料探しが自分

の主観から始まったとしても、自分は人類の一員なので、人

類共通の心も持ち合わせているはずです。およそ、古典・ク

ラシックと呼ばれる、時代・国を超えて認められてきた文芸

作品は、一人の人間の創作であっても、人類共通の心の拠り

所となっています。時の審判を経て、多くの人の心に訴える

普遍的な魅力を有するものだけが今日受け入れられている

のです。その中で、人の生涯や情念を文字で描写する小説

の古典といえば、紫式部の「源氏物語｣や夏目漱石の「こころ」、

海外ではシェークスピアやゲーテが挙げられるでしょう。�

　私は最近、｢源氏物語｣の浮舟を対象として、発達心理学

的な分析を試みた論文を書きました。｢源氏物語｣には、１

千年以上の時を経て、今に生きる人間が生き生きと描かれ

ていると確信したからです。そして、その論文の理論的背

景は、2千年前の儒教や仏教といった東洋思想に拠ってい

ます。同時に、デカルトやベルタランフィなどの哲学の知見

も取り入れています。さらに、フロイトやユングに源を発す

る、この100年間の心理学の知見も入っています。�

　人間を理解する歩みの過程で、自分という個から普遍的

な人類に至るには、身近な資料から始まったとしても、古典・

名著と認められてきた資料まで行き着かないといけません。

今日では、様々な機器やコンピューターの進歩によって、色

んな媒体で情報が得られますが、昔の作品は表現方法が限

定されています。特に、数百年前のものに遡ろうとすると、

文字に頼るほかありません。言葉に宿る不思議な力を、古

来日本では言霊（ことだま）と表現してきました。つまり、

言葉を活字にした文字には生命が存在するのです。ですか

ら、古典を学び、語学力を身につけて、古来から現在に至る

内外の名著を読むことで初めて、深い人間理解へと到達で

きます。そして、それらの集大成が教養だといえます。�

　皆さん。コミック、音楽、映画などを楽しむと共に、古典・

名著を忘れないように。一流の作品に接して、感性を磨い

ていってください。冒頭の「もらい泣き」が、50年、100年

後も人々に歌い継がれる“クラシック”となっているかどうか、

思いをめぐらせながら鑑賞するのもいいかもしれません。

　すでに、The BOOMの「島唄」は、地球の裏側のアルゼ

ンチンで歌い広められています。�
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参�考�図�書�
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の�探�索�
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索�
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考図書には、国語辞典、外国語辞典、百科事典、専門

辞典、各種年鑑、ハンドブック、歴史辞典、地名辞典、

人名辞典、団体名鑑、便覧、要覧、図書案内、雑誌案内、年表、

地図、ネット情報案内などがある。�

　また、本を探すための本、「書誌」と言われる参考図書が

ある。「書誌」とは、あるテーマを主題とし、書誌情報を加

工して本を探しやすく編集、刊行された資料で、一

次資料に対して二次資料と呼ばれている。書誌の

中には、レファレンス・ブックガイド、索引、目録があ

り、学習を深めたいとき、資料探索の道案内となる。�

　日本における代表的なレファレンス・ブックガイ

ド『日本の参考図書』第4版が、2002年秋（第3版

より20年振り）に日本図書館協会より刊行された。

すべての学術分野にわたる参考図書7,000点を網

羅、内容解説もあり、参考図書の道案内として活用すると、

大変便利である。その他、1982年より毎年刊行されている

『書誌年鑑』（深井人詩編）、『情報源としてのレファレンス・

ブックス』（長澤雅男著）などがある。�

引として便利なのは、経営学では『ビジネス調査資

料総覧』（日本能率協会）、法学は『法律判例文献情

報』（第一法規出版）、経済・産業の場合は、『経済学文献季

報』（経済資料協議会）1966～2000、その他『仏教学関係

雑誌論文分類目録』（龍谷大学仏教学研究室）などがある。�

録は、2002年12月に刊行された改訂新版『調査研究・

参考図書目録』（日本図書センター）が、参考図書

23,000点を収録、日本図書の全分野にわたる総合案内と

なっている。その他、各分野における代表的な目録は、『国

書総目録』（岩波書店）『国文学

年鑑』（国文学研究資料館）『東

洋学文献類目』（京都大学人文

科学研究所）『法学文献総目録』

（日本評論社）など。�

　学習方法の手がかりを探るに

は、例えば、法学関係の場合には、

『法学文献の調べ方』（板寺一太郎著）『外国法文献の調

べ方』（板寺一太郎）『外国法の調べ方』（田中英夫他著）

など、その他に『アジア歴史研究入門』（島田虔次他編）、『ア

メリカ研究入門』（本間長世他編）『イギリス史研究入門』（青

山吉信他編）などの入門書、あるいは統計資料の案内には『統

計ガイドブック』（木下滋他編）『統計・調査資料ガイド』（龍

谷大学社会科学研究所・他編）などの書誌がある。�

書類等の代表的な参考図書（出版社省略）を紹介すると、�

　国語辞典、外国語辞典など『日本国語大辞典』『広

辞苑』『逆引き広辞苑』、漢和辞典『大漢和辞典』『字通』、

その他『岩波古語辞典』『岩波ことわざ辞典』『日本名句辞

典』『基礎日本語学習辞典』、英語の辞典では『ランダムハ

ウス英和大辞典』『新英和大辞典』『Oxford 

English Dictionary』『リーダーズ英和

辞典』。　百科事典には『世界大百科事典』

『ブリタニカ国際大百科事典』、専門事典

には『岩波哲学・思想事典』『カウンセリン

グ辞典』『新宗教事典』『岩波仏教辞典』『世

界宗教大事典』『新社会学辞典』『社会学

文献事典』『新教育学大事典』『科学・技

術大百科事典』『岩波理化学辞典』『物理学辞典』『岩波生

物学辞典』『西洋絵画作品名辞典』『日本古典文学大辞典』

『日本近代文学大事典』『クラシック音楽作品名辞典』『牧

野新日本植物図鑑』、年鑑には『朝日年鑑』『世界年鑑』、そ

の他『現代用語の基礎知識』『情報処理ハンドブック』など。

　歴史情報は、『国史大辞典』『角川世界史辞典』『新編西

洋史辞典』『新編東洋史辞典』『日本史総覧』『戦後史大事

典』など。　地理情報は、『角川日本地名大辞典』『コンサ

イス外国地名事典』。　人物情報は、『新訂現代日本人名録』

『現代日本科学技術者大事典』『岩波西洋人名辞典』『研究

者・研究課題総覧』。　組織情報については、『国際機関総

覧』『全国各種団体名鑑』『学会名鑑』『専門情報機関総覧』

『World of Learning.』がある。　統計データの代表的

なものに『世界統計年鑑』『日本統計年鑑』『日本長期統計

総覧』がある。　図書の探索は、『日本書籍総目録』。　雑誌・

新聞の探索として『雑誌・新聞総かたろぐ』などがある。そ

の他、年表は、『世界史大年表』『近代日本総合年表』『日

本文化総合年表』『現代風俗史年表』、地図は『新日本分県

地図』『The Times Atlas of the world.』など。　ネッ

ト情報については、最近刊行の『インターネットで文献探索』

（実践女子大学）、あるいは『情報リテラシー入門』（慶應義

塾大学）も参考になるでしょう。�

　上記文献類に出会い、学習計画のヒントとなることがあ

れば、幸いである。�



　もう三十年も前の研究入門書に『近代中国研究入門』（東

大出版）がある。それに中国近代経済史の研究者である田

中正俊氏が「社会経済史―論文の出来るまで・一つの実験」

という文章を寄せている。（のち同著『東アジア近代史の

方法』収録）タイトルからもうかがえるように、ここではある

一つの論文を書くと仮定して、その準備段階での作業手順

あるいは研究に対する心構えなどがドキュメンタリー風に

述べられている。その点がただ論文作成の技術に重きを

置いたいわゆるマニュアル本とは一味違って、読む楽しさ

を与える。「（ノートを）つねづね携え歩き、ときに枕許に置

いて寝て、夜半のインスピレーションに備える」という文章

には、ほんまかいなと思いつつ研究とはそんなものかと妙

に納得させられた覚えがある。もっとも文章が古いだけに

今の時代に合わない部分もある。紹介されている文献情

報が書かれた時期とともに古くなっているほかに、たとえ

ば作業手順の中でカードの利用が言われているのであるが、

現在ではデータベースソフトに相当取って代わられている

のではなかろうか。その他、この三十年間の変化として情

報源の多様化がある。これまではほとんど紙媒体の世界で

あった歴史学研究にも、この『来・ぶらり』にいくども取り上

げられているデジタル化の波がおよびつつあるのである。

以下では中国近代経済を研究する場合について紹介したい。�

　歴史研究あるいは研究一般においては、研究史を踏まえ

ることが第一に重視される。作業の第一は自分の課題に従

って既存の研究を知ることが求められ、研究をリストアップ

することから始まる。特に東洋関係の既存研究を検索する

には『東洋学文献類目』が必須の参考書・工具としてある。

この『類目』についても、最近ではネット上で閲覧できるよ

うになっている。もっとも今のところは検索機能・収録され

ている時期などで難点もあるのであるが、将来的には日本

語以外に中国語文献も備わった研究テーマ別の有力なデ

ータベースになるであろう。また『類目』については編纂

整理に時間がかかるため、速報性に欠けるという問題点も

ある。これについては『史学雑誌』『東洋史研究』といった

学術雑誌の巻末にある論文目録を参照することになる。な

お『史学雑誌』五月号では前年の研究動向を時代別・分野

別に紹介する「回顧と展望」号（1985年分までは再編集

されて山川出版から刊行）が編集されている。この特集号

では、通例簡単な紹介とともに研究が紹介されており参考

にすることができる。�

　リストは単に作成されるだけではなく、現物にあたって読

みこなす必要がある。そしてこの作業においてもデジタル

情報は有用な手段となりつつある。国立情報学研究所が和

雑誌の検索サービスを行っているが、来年度からは雑誌の

所蔵情報だけではなく論文自身についてネット公開のサー

ビスが始まる。もっとも一挙にデジタル情報化が完了する

のではなく、ネットだけで事足りに環境となるにはしばらく

時間がかかりそうである。過渡期でもあるだけに図書館の

▲「東洋学文献類目」� ▲「史学雑誌」「東洋史研究」�
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レファレンスサービスがますます重要となる。�

　やや話が前後するが、そもそもある分野に関心を持った

場合に、自ら研究動向を整理するほかに各種の研究入門書

を参照することも一つの方法である。むしろ初めは全体的

な状況をながめるためにも各種の入門書は有効であろう。

中国・アジア史研究においては『中国史研究入門』（山川出

版）『アジア歴史研究入門』（同朋社）などがあるが、いず

れも情報が古くなった感はいなめない。また『データでみ

る中国近代史』（有斐閣）は研究案内を目的とするもので

はないけれども、十分にその役割もはたしている。次代の

研究案内書ではネット環境をどのように扱うかも話題にな

ると思われる。これに関連して積極的にデジタル情報を利用・

活用することを目的に活動しているものとして漢字文献情

報処理研究会がある。同会は「Kanfoo!東洋学サーチ」を

開設している。中国を主な対象としているので、「東洋学」

をタイトルとするのは羊頭狗肉であるが、中国一般につい

て関心を持たれる方は一度閲覧する価値がある。�

　さらに最近は資料についても、ネットでの公開がすすみ

つつある。ここでは二つのサイトを紹介しておきたい。一

つは国会図書館の近代デジタルライブラリーである。これ

は昨年から運用されているものであるが、国会図書館所蔵

の明治期刊行図書が順次ネット上に公開されてゆくという

計画である。中にはこれまで直接閲覧するには労力を要し

た文献がいくつも含まれている。次にアジア歴史資料セン

ターがある。これは外務省外交資料館・国立公文書館・防

衛研究所に所蔵されるアジア関連の公文書の公開をすす

めている。両者ともに作業途上であり、その他のものも含

めてネットから得られる情報の量は非常に限定的である。

しかし一方で特定の情報については、相当に質の高いもの

が登場していると言えよう。�

　さて経済史を学ぶに当たって、統計資料は基本資料とし

て重要な位置をしめている。「青い鳥」よろしくここでは龍

谷大学図書館所蔵の資料を紹介してみたい。中国経済史

では税関（海関）の統計がよく利用される。それは中国の

国内事情から、整備された統計がほとんど税関統計に限ら

れたことによる。しかし、70年にもおよぶ統計を系統的に

所蔵している図書館は国内では数えるほどである。龍谷大

学にはマイクロフィルム資料という形でほぼ完全な系列が

所蔵されている。ところで海関がイギリスの主導で近代的

な統計を持つ以前については、中国各地からのイギリス領

事の報告が参考となる。このイギリスの領事報告のうち中国・

日本に関するものは、リプリント版が刊行されて図書館に

も所蔵されている。しかし、大学にはリプリント版に無い時期・

地域を対象とするオリジナル資料が所蔵されており貴重で

ある。この領事報告では数値とあわせて当時の経済事情に

ついても知ることができる。同じく日本からみた海外の経

済事情は『通商彙纂』『通商公報』といった外務省通商局

発行の雑誌で知ることができる。この中には個別商品の市

況などの情報も掲載されている。1980年代から中国経済

史は新しい展開を迎えている。これに関連する基本的情報

は身近に求めることが出来るのである。�

　これまでも繰り返し情報過多な環境にあって、情報を取

扱うことの難しさ、自分の関心を明確にする大切さが指摘

されている。そこで何かに関心を持ったなら、専門の教員・

スタッフに大いに尋ねて欲しいと思う。しかし情報を扱う技

能を高めるには、具体的には慣れるしかないのも事実であ

ろう。一度は情報の海に漕ぎ出してもらいたいと思う。�

▲「中国史研究入門」「アジア歴史研究入門」�



私�私�

環境データの入手と有効利用�

宗宮　功　理工学部教授�

の専門分野である環境工学で環境問題を論ずるとき､

如何に信頼しうる精度あるデータが入手できるか

が大きなネックになっている。一般には､新聞情報や週刊

誌情報で何が起こっているかを理解することができるであ

ろうが、因果関係を見極めたい専門研究者から見ると、記

者やレポーターの志向フィルターや科学的知識の軽重で

記事内容が左右されたものは､一般的に妥当であると受け

入れられるかどうか判断できない場合もでてくる。たとえば、

環境関連の各種数値が提示されると、環境基準や放流基準

と対比して､何倍の高い値が測定され違反行為であると言

った表記がなされる。ところが、ある基準点の環境水質値

の場合、月１度､年12回の採水で､それらの測定水質値の

75%値を以って代表値としているため､常に25%程度の

ものが基準値を超えることもありうるので､水質が環境基

準値をほとんど満足しているからと言って常に基準値以下

であることを意味するものではなく､異常に高い値が出て

いる場合もありうる。最も新しい､かつ詳細なデータは決し

て図書館にはない。最新のものが即座に製本化され、一般

に供されることは無く、ばらばらのデータシート上に記載さ

れたものであったり、１年遅れでやっと公表されることが多

い。その意味では､これらのデータを用いて現場で環境状

況をオンタイムに管理することはまず出来ない。�

　環境データは一般には環境基準点において環境計量士

によって環境基準項目が定期的に公定法で測定されるが､

これらは時の国勢を示す統計値として位置付けられてはい

ない。大気質情報も水質情報も､関連府県が測定･管理し､

国の環境研究所で集計されることはあっても､あまり一般

の人の目に触れることもなく､行政的には環境基準値と対

比された後はほとんど活用されない。いずれにせよ、その

時代の国力･国情を示す指標として取リ上げられていない

ため、測定費用が各自治体持ちであり､最も効率的に低コ

ストで役目を全うするには、当然行政的に必要なもののみ

を実測するに限られることになる。結果として､快適環境を

構成する豊かな生態系や生物多様性の確保に関するデー

タまでは手が回って来ない。その時代の人間活動にかかわ

る一般的環境概況を理解するには、環境省編纂の「環境白書」

や地方自治体発行の「環境白書」・「資料集」が大いに役立

つ。また、手ごろに国内環境情報をインターネットで入手し

ようとする人には､「インターネットで探す環境データ情報源」

（日本実業出版社､2000年5月）が便利であり、環境関連

※1

※4

※1

※2 ※3



の法令や省令、告示などを知るには環境法令・解説集（ぎょ

うせい）などが便利である。�

　“環境要素”と言うとき、ほとんどの場合、人の廻りの環

境を意図すると位置付けされ、かつては公害対策基本法に

基づく水質、大気質、振動、騒音、臭気などが中心的であった。

やっと1990年代中ごろに環境基本法が成立されるに至っ

て､生物多様性を確保し､自然の豊かさを取りもどすことが

環境管理の一つの目標として提示されたが､まだ十分咀嚼

されて日常環境管理まで降りて定着していないと思われる。�

　環境情報源は幅広く、最新のものは新聞や専門雑誌、エ

コマークをはじめとするエコ商品や多くのNPOやNGOの

活動･調査結果やホームページ､　公官庁が進める環境計画、

環境関連政策､法･条例や要綱など、公共機関（環境、農林

水産、経済産業（発電）、国交（道路、空港港湾、都市建設））

や商業･サービス業の地域活動などに係わる環境情報、実

働環境施設の機能を示すパンフレット群、シンクタンクなど

の各企業による環境動態や予測に関する研究、環境保全や

環境創造にかかわる製造企業の技術開発紹介やパンフレッ

ト群、各種公団や技術研究機構などによるモデルプラント・

実験施設での技術開発報告、さらには過去の技術や理論の

集大成としての国内外の科学（数学や情報）、物理、生物、

化学などの内環境問題をターゲットとした関連教科書・参

考書類・ハンドブックや･専門事項年報などが上げられる。�

　環境データは問題とする事象や事項によってその幅と深

さが異なる。たとえば、ターゲットの取り方にしても、対象

環境事象の種類や経済性･法体系･対応技術論の検討か、

あるいは地域性（局所性､広域性）、時代性（古代から現代へ）、

専門性（家庭の主婦から象牙の塔の研究者まで）、社会性（資

源の有効利用、エネルギーの種類、行動規範と向う三軒両

隣の役割、生活パターン、消費生活、家族構成、廃棄物（生活･

産業）、製造企業ISO9000やISO14001の取得）などな

ど多岐に亘っている。�

　地球環境問題が顕在化した現代において､一体何が測定

出来て、それでどこまで現象が理解・解釈できるのかを見

極める必要があり、また常時､どこで何を監視計測すればよ

いのかが問われる時代となっている。公害の時代に確立し

た局所的なスポットデータで環境を監視する時代は終わり、

地域なり、流域における資源やエネルギーの動きを総括的

に把握し､その変化を予測でき､問題に対応できるような

計測･監視･制御のシステムの構築と人の行動規範を提示

することが必要となっている。多分化学分析法による公定

法で測定したものしか比較対照のデータとならないとする

公害の時代の環境管理体系では実行不可能となろう。いず

れにせよ、自分で測定したものは間違いなく信用できる。が、

別途機関で環境計量士の名前で測定された水質データと

出会っても､よくよく吟味して見なければ対等に対比でき

ないケースを体験してきている。関心のある水質内容も時

代とともに変遷し､その変化に追従しながら水系管理を支

えるため、水環境管理と監視を有効化する機械的に一様に

データが計測できる機能的自動測定装置などの開発が待

たれるところである。�

※2 ※3 ※4



学術情報センター利用者に聞きました  ～図書館をどのように利用していますか？～�
　龍谷大学学術情報センターには、図書・雑誌といった印刷資料、視聴覚資料、インターネット・データベースなど幅広いメディアを揃え

ています。また、学内・学外の図書館との相互利用、レファレンス等のサービスを実施しており、大学での研究や学習に役立つ場所とし

て多目的に利用することができます。�

　ここでは、新入生の図書館活用の参考になるように、在学生を対象にした図書館利用に関するアンケートの結果を紹介します。�

　学術情報センターでは、今回のアンケート結果や、意見・要望のあった事柄について対処したいと考えています。また、オリエンテー

ションやデータベース講習会などを開催していますので、積極的に図書館を利用してください。�

よく利用するコーナーは？� 貸出以外によく利用するサービスは？� よく利用する資料は？�

利用者の声�
●とても使いやすく居心地の良い図書館であるが、テスト前の騒がしさはどうにかならないのか。一人ひとりの意識が足り
　ないと思う。自分も含め気持ちよく図書館を使っていけるようにしたい。（文・2回生）�

→試験期間になると、図書館が非常に混雑します。図書館スタッフの巡回やマナー掲示等で快適な環境維持に努めていま
　すが、みなさん一人ひとりのご協力もお願いします。�　�
●文献複写の方法やオンラインデータベースの存在について、まだ知らない人もいると思うので、もっと宣伝してほしい。
　（国際文化・3回生）�

→図書館が開催している講習会に是非参加してください。講習会は掲示やホームページ上でご案内いたします。また、わか

　らない事があれば、気軽にカウンターにお越しください。�　�
●視聴覚教材をもっと増やしてほしい。（理工・1回生）�

→購入を希望する資料があれば、購入希望図書制度をご利用ください。購入について検討いたします。申請方法について
　は、各図書館カウンターでお尋ねください。�

※ご意見・ご要望があれば、いつでも図書館にお寄せください。�

閲覧席� 軽読書コーナー�

インターネットコーナー� 新着図書コーナー�

視聴覚コーナー� 学習室�

その他�
法令・判例コーナー�
資格試験コーナー�
キャリアアップコーナー�
AVルーム・AVホール等�

書庫�

蔵書検索機（OPAC）�

入門書� 雑誌�

専門書� 新聞�

辞書・事典類� 視聴覚資料�
（カセットテープ、CD、ビデオ、DVD等）�

外国語資料� その他�

文献複写�

相互貸借�

購入希望図書制度�

紹介状の発行�

レファレンスサービス�

26％�31％�

9％�
13％� 21％�

5％�

4％�
10％�

32％�
19％�

18％�
4％�

4％�

6％�7％�

ア ン ケ ー ト 結 果 �

アンケート協力者：１９２名�
アンケート実施時期：２００３年１月�

※なお、誌面の都合上、集計した項目の一部を掲載しました。�

次号（10月発行予定）に掲載するエッセー（600～650字）
を募集します。本や図書館をテーマとしたものであれば、な
んでも結構です。�
※採用された方には図書券を差し上げます。詳しくは各図書館カウンターまで�

エッセー募集�
�

編集・発行　龍谷大学学術情報センター�
〒612-8577　京都市伏見区深草塚本町67�
TEL.075-645-7885（ダイヤルイン）�
http://opac.lib.ryukoku.ac.jp�
�

龍谷大学図書館報�
ら い �
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